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 ネットビジネスは，通常，既存のビジネスの問題点を解決する手段として実施される。ネット

ビジネスの主たる課題の一つは，商品を展示し顧客に気に入ったものを選ばせる「商品選択」で

ある。なぜなら，バーチャルな店舗は敷地面積の制約がなく，無限の品揃えが可能であるが，そ

の中から自分の気に入った商品を探すことは困難だからである。 
本論文では，インテリア小物の販売を事例としてシミュレーション技術を適用し，この課題を

解決する販売方式を提案する。そして，プロトシステムを使った評価によりその有効性を示す。 
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 Internet business is usually performed in order to solve the problem of traditional business. One of 

main problems in the internet business is “product choice,” that is to let each customer choose his favorite 

product. Virtual stores of the internet business have no limit in the sales space and provide infinite range 

of merchandise. Though, it is difficult for customers to find the favorite products.  

In this paper, we propose the interior sales method applying the simulation technology for this 

problem. We also point out the efficiency of this method using prototype system. 

 
 
 
１．はじめに 

 ネットビジネスは，通常，既存のビジネス

の問題点を解決する手段として実施される 1。 
 例えば，書籍販売ビジネスを考える。既存

の書店は敷地面積等の関係で，扱える書籍数

に制約がある。よって店舗での販売では，新

刊を多く取り揃たり，大部分の消費者が好む

売れ行きの良い書籍を入荷したりしている。

店舗に置いていない書籍については，消費者

が個別に要望して，取り寄せる販売方法を取

っている。 
 このように，実際には数多くの書籍が出版
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されているにも関わらず，店舗で販売できる

のは一部の商品だけである。消費者の要望に

はある程度対応できるものの，消費者全員の

要望に細かく対応するのは難しい。 
 書籍のネット販売で有名な Amazon.com2

は，これらの問題をインターネットとコンピ

ュータ技術により解決している。すなわち，

ネットショップの利点を生かし，数百万アイ

テムもの品揃えを実現している。これにより，

消費者からどんな書籍の要望があっても，応

えられるのである。 
 ネットビジネスの主たる課題の一つは，商

品を展示し顧客に気に入ったものを選ばせる

「商品選択」である 3。バーチャルな店舗で

はほぼ無限の品揃えが可能であるが，その中

から顧客の気に入る商品を探し出すのは困難

である。 
 Amazon.com ではこの問題に，高速なキー

ワード検索，複数の条件が指定可能な詳細検

索，商品ランキングや関連商品のオススメ機

能，他人が購入した商品をピックアップする

機能などによって対応している。 
 本論文では，現在 20～30 歳代の若者の間

で人気のあるインテリア小物の販売を事例と

して，シミュレーション技術を適用してこの

課題を解決する販売方式を提案する。 
 

２．インテリア販売の問題点 

 近年，インテリア小物のビジネスが盛んに

なっている。例えば，無印良品 4 や Franc 
franc5 といった販売店が，全国にチェーンを

広げている。また，多くの新聞や雑誌にイン

テリア関連記事が掲載され，テレビで特集番

組が放映されている。 
 しかし既存のインテリア小物販売ビジネス

には，以下に述べる２つの問題点がある。 
 まず，商品の品揃えの問題である。既存の

販売店舗では敷地面積の制約があるため，扱

える商品数に限りがある。大手インテリア販

売店の Franc franc でも，店頭で扱っている

のは 1000 アイテム程度である。さらに，１

つの商品ジャンルあたりの商品数が少ない。

これは，限られたスペースの中で，様々な商

品ジャンルを網羅的に扱うためである。 
 例えば，クッションというジャンルの商品

を扱っていても，クッションのバリエーショ

ンが 10 数種類しかなく，市場全体の品数と

比べると極めて品揃えが少ない。 
 この問題は，消費者が自分の好みに合致す

る商品を購入できないと言う不満につながっ

ている。 
 もう一つは，商品選択の問題である。イン

テリア小物販売店舗で街頭アンケートを行っ

た結果，消費者がインテリアを購入する上で

最も重視するのは，「インテリア小物商品と自

分の部屋との調和」であると分かった。 
「部屋との調和」とは，色，形，サイズなど

の商品特性が，自分の部屋とマッチしている

か否かを示す。 
 アンケート結果には，「購入して家に持ち帰

ったら，店で見たよりも大きく感じた」，「部

屋に合う色を買ったはずなのに，微妙に異な

っていた」などの意見があった。このことか

ら消費者は，店舗で感じた商品イメージと，

自宅に持ち帰って設置した時のイメージに，

ギャップを感じていたことが分かった。広い

売り場面積の店ではそれほど大きく見えなか

った商品でも，自宅の狭い部屋に置くと，思

いの外大きく感じるものである。 
 これらのことから，インテリア小物を販売

研究会temp
テキストボックス
－104－



- 3 - 

する上で，「商品と部屋との調和」をいかに実

現するかが，重要な課題となる。 
  

３．インテリアネット販売方式の提案 

3.1 全体方式 

 インテリアのネット販売は，前記の２つの

問題点を解決するために提案するものである。 
 まず，商品の品揃えの問題に対しては，イ

ンターネットモール形式の販売方法を取るこ

とによって解決する。 

図１ インターネットモール概略図 
 図１はインターネットモールの概略を，簡

単に示したものである。このようにインター

ネットモールは，多くのテナントから集めた

商品を消費者に提供する。商品数はテナント

数を増やすことによって増やせる。インター

ネットモールは独自の倉庫を持たず，テナン

トから消費者へ直送する形式であるため，倉

庫などの面積に縛られない。 
 従って，多くのテナントを集めることで，

膨大な品揃えを実現できる。例えば 1 テナン

トあたり 30 商品を出品するとして，1000 テ

ナントで 3000 商品，1 万テナントで 30 万商

品を揃えられる。 
 このようなインターネットモールの実例と

して，楽天 6や Yahoo!ショッピング 7などが

ある。例えば楽天では，平成１７年２月現在

で契約テナント数約４万店，商品数約 1030
万商品を揃えている。これにより，消費者の

様々な好みや要望に応えている。 
次に，商品の選択の問題に対しては，シミ

ュレーション技術を適用して解決する。前述

したように，既存のインテリア小物ショップ

では，「商品と部屋との調和」の確認が困難で

あるという問題がある。また，インテリア小

物をインターネットモール形式で販売する場

合，品数が従来の数 10～数 100 倍に増大し，

商品の検索自体が困難になる。 
 そこで，この問題を解決するために，シミ

ュレーション技術を利用して，自分の部屋を

コンピュータ上に再現し，そこで商品をレイ

アウトしながら選択する方法を取る。このイ

ンテリアシミュレーションにより，商品の形，

色，サイズなどの単体の特性だけではなく，

これらの特性を組み合わせた商品イメージを

画像データとして表わせる。そして，その商

品イメージが部屋とマッチするか否かを感覚

的に判断することにより，商品選択を効果的

かつ迅速に行うことができる。 
 
3.2 インテリアシミュレーション 

 通常，部屋の雰囲気は，間取り，壁紙，天

井，床の色，照明，内装，大型家具などの配

置によって決まる。特に雰囲気を大きく左右

するのが，壁紙と大型家具の配置である。 
 そこで，画面上にまず空の部屋を表示し，

ユーザーが壁紙，大型家具の配置をカスタマ

イズして部屋を作成する方法を考えた。これ

をマイルームと呼ぶ。 
 インテリア小物商品には，例えばインテリ

アファブリック，小型照明家具，キッチン用

品，収納用品，日用雑貨，バス・トイレ小物，

植物などのジャンルがある。 
 具体的には，小型カーペット，カーテン，
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クッション，カバー類，ランプ，スタンド照

明，キャンドル，食器類，ダストボックス，

カラーボックス，フォトフレーム，花瓶，時

計類，マガジンラック，観葉植物などが挙げ

られる。 
 こうした商品の特性を示す要素には，色，

形，サイズ，素材，質感などがある。シミュ

レーションではこのうち，画面上で表現が可

能な色，形，サイズを実現する。 
 調和を確認するには，商品の色，形，サイ

ズが上記のマイルームとマッチするか，ユー

ザーが感覚的に判断する。 
 ユーザーが判断しやすいように，一般的な

間取りのマイルームをいくつか用意する。部

屋の雰囲気をより分かりやすく表現するため，

実際の部屋の写真を利用する。部屋は正面の

向きから撮影し，奥行きも分かるようにする。 
 商品のサイズは，部屋の縮尺に合わせてサ

イズ加工を行う。商品写真も部屋に合わせた

角度で撮影したものを利用する。 
 
3.3 シミュレーション方法 

 ユーザーは，まずインテリアシミュレーシ

ョンをしたい商品を選択し，商品リストに追

加する。商品リストには，選択した商品の縮

小画像と，簡単な説明文を一覧で表示する。 
 次にマイルームの作成を行う。ここでは，

異なる複数の部屋をいくつか用意しておく。

ユーザーがその中から自分の部屋に似た部屋

を選択する。次に，似た部屋の壁紙や床，大

型家具の配置などのカスタマイズを行い，ユ

ーザーのイメージに近い部屋を作成する。こ

こで作成したマイルームは，保存しておく。 
 最後に，先程登録した商品リストと，作成

したマイルームを表示する。 

 
図２ シミュレーションイメージ図 

 図２のように，作成したマイルームと商品

リストを同一画面上に表示し，商品のシミュ

レーション画像を，マイルーム上に重ね合わ

せられるようにする。 
 この一連の作業で作ったイメージを見るこ

とで，部屋と様々な商品との調和を確かめら

れる。部屋との調和を確かめ，購入する商品

を選択した後に，購入手続きへと移行する。 
 この方法により，膨大な商品の中から，自

分の部屋とマッチする商品を容易に探し出し，

購入する商品を選べる。 
 

４．プロトタイプシステム Jigsaw Room 

 第３章で提案したインテリアネット販売方

式に基づいて，プロトタイプシステム Jigsaw 
Room を開発した。 
 
4.1 実装上の課題 

 Jigsaw Room を実装する上で最も重要な

課題となったのが，操作性であった。通常，

シミュレーションを行うには複雑な手順が必

要である。しかしこのインターネットモール

の利用者は，一般的な消費者と想定している。

よって，それほどパソコンの操作を習熟して

いないユーザーに配慮し，簡単な操作で実現

できるシミュレーションを考えた。 

           

商品写真 

商品写真 

商品写真 

商品写真 

   

商品写真 

商品写真 
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 基本操作は全てマウスで出来るものとし，

クリック，ドラッグ＆ドロップで大半のシミ

ュレーション機能を使えるようにした。 
 次に問題になるのが，開発工数の問題であ

る。通常，こうしたインテリア小物販売では

商品の入れ替えが激しい。しかしインテリア

シミュレーションを実現するには，商品の写

真をシミュレーション用に加工する作業が必

要となる。そこで，商品写真の撮り方を定め，

加工にかかる工数を減らすことにした。 
 具体的には，商品の背景に単色のカラーボ

ードを使用し，写真から商品部分を切り抜く

作業を容易にする。さらに，商品のジャンル

によって撮影サイズを定めておき，写真のサ

イズ加工を容易にする。 
 最後に問題となったのが，性能の問題であ

る。このインテリアシミュレーションはネッ

トビジネスの機能の一部として提供すること，

さらに誰でも使える操作性を実現するため，

ブラウザだけで操作できることが必須である。

従って，あまりに重いアプリケーションを作

ると，レスポンス上の問題が発生する。 
 さらにシミュレーション用の画像のトラン

ザクションが多くなるため，サーバーや帯域

に過負荷が発生する可能性がある。 
 
4.2 プロトタイプシステムの全体構成 

 Jigsaw Room の全体構成は，右図のように

なっている。主な機能とデータベースとの関

係を，簡単に示した。 

 

図３ Jigsaw Room 機能構成 
図３のデータベースについて，その詳細を述

べる。 
①商品 DB 
 商品データベースでは，商品に関する情報

を格納する。データ項目は，商品番号，商品

名，テイスト，カテゴリ，商品解説文，商品

価格，色，サイズ，在庫数，備考，関連商品

番号，メーカー名，登録日である。 
②ユーザーＤＢ 
ユーザーデータベースでは，ユーザーの個人

情報等を格納する。データ項目は，ユーザー

ＩＤ，氏名，フリガナ，郵便番号，住所，電

話番号，メールアドレス，部屋番号である。 
③部屋 DB 
 部屋データベースでは，カスタマイズされ

Jigsaw Room 

商品検索 

商品 DB 
商品詳細 

ログイン 

ユーザーDB 
マイルーム 

部屋 DB 

インテリア 

シミュレーション 

購入手続き 

注文 DB 
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たマイルームの情報，インテリアシミュレー

ション結果を格納する。データ項目は，部屋

番号，壁紙番号，大型家具番号，大型家具座

標，商品番号，商品座標番号である。 
④注文 DB 
 注文データベースでは，注文に関わる情報

を格納する。データ項目は，注文番号，ユー

ザーＩＤ，商品番号，数量，送り先住所，支

払い情報である。 
 
 次に，図３の機能について，その詳細を述

べる。 
①商品検索 
 ユーザーが，商品名や色指定などの条件を

指定し，検索ボタンを押す。 
 システムは条件を取得し，商品 DB を検索

する。結果を一覧にして表示する。 
②商品詳細 
 ユーザーが，商品一覧から商品詳細ボタン

を押す。 
 システムは押された商品の商品番号を取得

し，商品 DB から該当する商品情報を全て呼

び出し，表示する。 
③ログイン 
 ユーザーがユーザーID とパスワードを入

力して，ログインボタンを押す。システムは，

ユーザーの入力した ID とパスワードを受信

し，ユーザーDB と照合する。 
④マイルーム 
 ユーザーがマイルームの作成を行う。いく

つか表示されている部屋のイメージ画像の中

から，１つを選択する。システムは選択され

た部屋番号を受信し，部屋画像を画像サーバ

ーから呼び出し表示する。 
 ユーザーは，表示された部屋をカスタマイ

ズし，保存する。システムは，壁紙番号，大

型家具番号，大型家具座標を取得し，部屋Ｄ

Ｂに登録する。ユーザーDB に登録した部屋

番号を登録する。 
⑤インテリアシミュレーション 
 システムは，④で作成したマイルームの部

屋画像を呼び出し，表示する。セッション情

報から，商品リストの商品番号を呼び出し，

画像 DB を参照して商品のシミュレーション

画像を表示する。 
 ユーザーは，インテリアシミュレーション

を行い，保存ボタンを押す。 
 システムは，商品番号，商品座標を取得し，

部屋 DB に登録する。ユーザーDB に登録し

た部屋番号を登録する。 
⑥購入手続き 
 ユーザーが購入手続きを行う。システムは

配送先情報，商品番号，数量，支払い情報を

取得し，注文 DB に登録する。 
 
4.3 システム構成 

 本プロトタイプのシステム構成は，下図の

ようになっている。 

図４ プロトタイプシステムの実装方法 

ユーザー管理 

マイルーム管理 

シミュレーション管理 

PHP データベース 

サーバー 

マイルーム作成 
インテリアシミュレーション 

Flash 

クライアント 
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 図４のように，シミュレーションを表示す

るクライアントと，アプリケーションを提供

するサーバー，データベースサーバーで構成

している。これらは分散も可能で，4.1 節で

述べたサーバー負荷と帯域の問題を解決して

いる。サーバーアプリケーションは PHP 言

語によって実装した。 
 クライアントプログラムはサーバーと連動

して動作する。4.1 節で述べた操作性を実現

するため，クライアントプログラムは Flash8

で作成した。Flash はブラウザ内で動作し，

画像処理にも特化しているため，性能の問題

も解決している。 
 

 

図５ インテリアシミュレーションの画面 
 図５は実装画面の一例で，実際にインテリ

アシミュレーションを使い部屋と商品との調

和を確認している図である。上部に部屋選択

ボタン，左に商品リスト，右にシミュレーシ

ョン中の部屋と商品の画像を表示している。 
 壁紙を白色に設定し，テーブル，イスの２

つの大型家具を配置したマイルームを作成し

ている。その上に時計やクッションなどの商

品を並べ，部屋と商品との調和を確かめてい

る。 
 

５．評価 

 プロトタイプシステム Jigsaw Room を用

いて，提案したインテリアシミュレーション

方式の評価を以下のように行った。 
 まず，ネットインテリアショップの顧客の

意見を調べた。学内でプロトタイプのデモン

ストレーションを行い，試用してもらった。

アンケート調査の結果を以下に示す。 

30%

66%

4%0%

利用したい

まぁまぁ利用したい

あまり利用したくない

利用したくない

 
（有効回答数６３件） 
図６ ユーザー試用結果 

グラフより，約 30%が，Jigsaw Room を利

用したいと答えた。まぁまぁ利用したい回答

者を含めると，約 96%に達する。 
 このことから，提案モデルが十分に有効で

あると確認できた。 
 要望事項として寄せられた意見からは，さ

らにシミュレーション機能の充実を求める声

が多かった。ここからも，商品選択にシミュ

レーションが有効であると分かった。 
 次に，テナント側の意見を得るために，学

内のデモンストレーションに加えて，インテ

リアショップ関係者へのインタビューを行っ

た。 
 その結果，Jigsaw Room が実際にあったら

是非参加したいと答えた販売者が，約 33%と

なった。寄せられた意見からは，採算性など

の面で不安があるものの，多くの販売者が商
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品イメージをより明確に伝えたいと考えてい

ることが分かった。 
0%

33%

67%

0%

利用したい

まぁまぁ利用したい

あまり利用したくない

利用したくない

 
（有効回答数１７件） 

図７ テナントアンケート結果 
 

６．おわりに 

 本論文では，ネットビジネスにおける「商

品選択」の研究の一環として，インテリア小

物販売を事例として考えた。ネットビジネス

で取り扱う商品は増えているものの，そのほ

とんどが文字や写真の情報のみで販売されて

いる現状がある。 
 こうした現状を打破する手段の一つとして，

シミュレーション技術が有効であると考えた。

今回の事例では，「商品と部屋との調和」が重

要であった。文字や写真に加えて，シミュレ

ーションによって確認できるようにすること

で，より正確に商品イメージを伝え，消費者

の商品選択に役立つと考える。 
 今回デモンストレーションによって試用し

たユーザーからは，さらにシミュレーション

機能の充実を求める声が多かった。今後の課

題として，部屋のズームアップ機能や，３Ｄ

化を検討する必要がある。 
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